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こ
の
構
想
は
、
第
７
次
鳥
取
市

総
合
計
画
で
目
標
と
し
て
い
る

「
み
ん
な
で
つ
く
る
明
る
く
に
ぎ
わ

い
の
あ
る
ま
ち
鳥
取
」
を
め
ざ
し
、

生
涯
学
習
の
観
点
か
ら
心
豊
か
な

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で

す
。生

涯
学
習
と
は
、
す
べ
て
の
市

民
が
各
自
の
自
発
的
な
意
志
に
よ

り
、
生
涯
の
す
べ
て
の
時
期
に
そ

れ
ぞ
れ
に
合
っ
た
方
法
で
行
う
も

の
で
す
。

ま
た
、
学
習
で
得
た
技
能
・
知

識
・
経
験
を
地
域
に
伝
え
活（
い
）

か
す
こ
と
も
生
涯
学
習
の
一
環
で

あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

提
出
方
法

様
式
は
問
い
ま
せ
ん
。

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
性
別
を
明

記
の
う
え
、
持
参
、
郵
送
、
フ
ァ

ッ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ

か
で
。
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鳥
取
市
は
、
新
し
い
「
鳥
取
市
生
涯
学
習
推
進
構
想
・
計
画
」
づ

く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
の
構
想
は
、
平
成
四
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ

の
後
の
少
子
高
齢
化
・
高
度
情
報
化
の
進
展
な
ど
社
会
情
勢
は
急
速

に
変
化
し
て
お
り
、
現
在
の
状
況
に
適
応
し
た
構
想
・
計
画
に
見
直

し
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
生
涯
学
習
推
進
協
議
会
（
関
係
団
体
、
公
募
委
員
）
な
ど

で
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。

ご
意
見
の
あ
て
先
は

こ
ち
ら
で
す

基
本
的
な
考
え
方

とっとり市報　④

■生涯学習とは
自発的な意思に基づいて主体的に行う学習
自己に適した手段・方法を選択して、生涯を通
じて行う学習
スポーツ、文化、ボランティア活動などの多種
多様な活動

■構想策定の趣旨
市民すべてが生きがいを持ち、充実した毎日を
送ることができるまちづくりをめざします。
そのために、それぞれが目的や課題に最も適し
た学習機会や方法を選択でき、その学習成果が地
域で活（い）かされ、評価される環境づくりを進
めます。

■基本的構想
基本理念 生きる喜びを分かち合える生涯学習

だれもが学べる生涯学習
基本目標 学んだ成果を活（い）かせる生涯学習

地域参加を進める生涯学習
活動機会の拡充・内容の充実
推進体制・運営の充実

基本方針
情報提供・意識啓発の推進
活動拠点施設の整備・充実
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